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昨
今
、
消
防
は
複
雑
・
多
様
化 

す
る
災
害
態
様
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
の
警
防
体
制
、
救
助
体
制
、

予
防
体
制
、
救
急
体
制
の
充
実
強

化
な
ど
、
各
分
野
に
お
い
て
増
大

す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
必
要
性

が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

わ
が
国
が
直
面
す
る
大
規
模
な
地

震
等
の
自
然
災
害
や
テ
ロ
災
害
、

武
力
攻
撃
災
害
等
の
新
た
な
事
象

に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
整
備
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
中
で
平
成
十
七
年
に
国
の

消
防
力
の
整
備
指
針
で
、｢

指
揮
隊

の
配
置
の
基
準
」
が
示
さ
れ
ま
し 

た
。
こ
れ
は
、
近
年
、
災
害
現
場 

に
お
い
て
の
消
防
職
員
の
殉
職
事 

案
が
続
い
て
お
り
、
災
害
現
場
に 

お
い
て
は
指
揮
責
任
者
が
高
度
な 

情
報
収
集
・
判
断
の
も
と
、
組
織 

的
で
厳
格
な
指
揮
体
制
を
構
築
し
、  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

各
隊
員
の
安
全
の
確
保
や
円
滑
・
効

果
的
な
警
防
活
動
の
遂
行
の
観
点
か

ら
の
も
の
で
す
。 

 

平
成
十
七
年
度
か
ら
は
、
三
重
県

消
防
学
校
で
も
新
任
消
防
長
研
修
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
現
場
活
動
指

揮
訓
練
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
平
成
十

九
年
四
月
二
十
七
日
に
は
、
同
消
防

学
校
に
お
い
て
、
新
任
消
防
長
を
は

じ
め
、
指
揮
隊(

松
阪
地
区
広
域
消
防

組
合
消
防
本
部)

、
消
防
隊(

桑
名
市

消
防
本
部)

、
救
助
隊(

津
市
消
防
本

部)

、
仮
想
隊(

学
校
教
官)

が
参
加
し

て
本
番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
で
は
、
仮
想
隊
に
よ
る
突
発

的
な
事
案
の
発
生
報
告
に
、
指
揮
隊

は
刻
々
と
変
化
し
て
い
く
災
害
現
場

で
様
々
な
情
報
を
入
手
し
な
が
ら
、

消
防
隊
等
に
対
し
的
確
・
迅
速
な
指

揮
を
展
開
し
ま
し
た
。 

 

当
消
防
本
部
で
も
、
本
年
四
月
一

日
か
ら
、
管
内
の
四
消
防
署(
中
消
防

署
・
北
消
防
署
・
久
居
消
防
署
・
白

山
消
防
署)

に
指
揮
隊
を
設
置
し
て
、

消
防
活
動
中
の
隊
員
の
安
全
管
理
、

各
種
情
報
の
収
集
、
現
場
管
理
、
広

報
対
応
な
ど
を
併
せ
て
行
い
災
害
現

場
を
統
括
し
、
早
期
の
災
害
の
終
息

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。 

    

     

自
助
・共
助
の 

大
切
さ
を
再
確
認
! 

      

平
成
十
九
年
四
月
十
五
日
に
発 

生
し
た
三
重
県
中
部
を
震
源
と
す 

る
地
震
に
よ
り
、
津
市
内
に
お
い 

て
も
、
民
家
の
土
塀
の
一
部
が
崩 

壊
し
た
り
、
水
道
管
が
破
裂
す
る 

な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 
 
 
 

一
志
消
防
団
（
馬
場
康
雄
団
長
） 

に
お
い
て
も
、
大
地
震
の
発
生
が

危
惧
さ
れ
て
い
る
中
、
自
助
・
共 

助
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
た
め
、 

同
年
五
月
十
三
日
に
一
志
中
央
公 

民
館
に
お
い
て
、
久
居
消
防
署
一 

志
分
署
員
の
指
導
の
も
と
、
二
十

名
の
消
防
団
員
を
対
象
に
上
級
救

命
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
習 

 
 

会
で
は
、 

 
 

心
肺
蘇 

 
 

生
法
や 

 
 

大
出
血 

 
 

時
の
止 

 
 

血
、
Ａ 

 
 

Ｅ
Ｄ
取 

 
 

扱
方
法
、 

傷
病
者
の
体
位
管
理
・
骨
折
時
の 

副
子
に
よ
る
固
定
方
法
・
熱
傷
の 

手
当
て
・
搬
送
方
法
な
ど
を
正
し 

く
理
解
す
る
こ
と
を
目
標
に
行
わ 

れ
ま
し
た
。 

参
加
し
た
団
員
は
、
災
害
が
い 

つ
発
生
し
て
も
、
迅
速
・
的
確
に 

対
応
で
き
る
よ
う
真
剣
な
表
情
で

実
技
訓
練
等
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。 

 
  
 
 
 

災
害
現
場
で
救
助
活
動
を
行 

う
に
は
、
強
い
精
神
力
と
強
靭
な 

体
力
が
必
要
と
な
る
た
め
、
救
助  

 
 
 

隊
員
た
ち
は
日
頃
か
ら
厳
し
い 

 
 

訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 
 
 

  

こ
う
し
た
訓
練
の
成
果
を
披

露
し
、
そ
の
技
術
を
競
い
合
う
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
七
月
に
消
防

救
助
技
術
指
導
会
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

今
年
は
、
七
月
二
十
五
日
に
県 

 
 

  

消
防
学
校
に
お
い
て
東
海
地
区 

指
導
会
、
八
月
二
十
二
日
に
は
東 

京
都
で
全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま 

 

す
。
指
導
会
は
陸
上
の
部
八
種
目
、  

 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

水
上
の
部
六
種
目
で
競
わ
れ
、
東 

 
 
 

海
地
区
指
導
会
に
当
消
防
本
部

か
ら
、
陸
上
の
部
で
障
害
突
破(

五

名)

、
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
助(

四

名)

、
ほ
ふ
く
救
出(

三
名
）、
水

上
の
部
で
複
合
検
索(

二
名)

、
水

中
検
索
救
助(

四
名)

の
隊
員
が

出
場
し
ま
す
。 

 
     

訓
練
開
始
式
で
、
野
田
重
門
消 

防
長
は
「
人
命
を
優
先
す
る
救
助 

訓
練
で
は
、
隊
員
間
の
チ
ー
ム 

ワ
ー
ク
が
大 

切
で
す
。
体 

調
・
安
全
管
理 

に
万
全
を
期 

し
て
頑
張
っ 

て
下
さ
い
。」 

と
講
評
が
あ 

り
、
隊
員
た
ち 

は
決
意
を
新 

 
 
 
 
 
 
 
 

た
に
し
て
い 

 
 
 
 

た
に
し
て
い 

４４４消消消防防防署署署ででで指指指揮揮揮隊隊隊ががが運運運用用用ををを開開開始始始しししままましししたたた!!!   

消防長新任研修で現場指揮訓練を行う消防隊員

(4/27 三重県消防学校にて) 

消
防
情
報 

津
消
防
タ
イ
ム
ズ
な
ど
消
防
関

係
ペ
ー
ジ
は
、
津
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

ア
ド
レ
ス

は
下
記
に
表
示)

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
生
活
情
報

の
消
防
情
報
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。 

地地地震震震災災災害害害なななどどどににに備備備えええ   一一一志志志消消消防防防団団団ががが   上上上級級級救救救命命命講講講習習習ををを受受受講講講   一一志志分分署署  

 

 
 

「「消消防防救救助助技技術術東東海海地地区区指指導導会会」」にに向向けけてて  
                                      救救助助技技術術訓訓練練開開始始式式をを実実施施  

ま
し
た
。 

野野田田消消防防長長にに決決意意表表明明ををすするる岡岡田田消消防防士士  

たただだ今今、、心心肺肺蘇蘇生生法法、、実実施施中中  


